
平成30年度 和歌山県高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業

１ 日 時：平成３１年 ３月１６日(土) 13：３0～1５３０（受付1３:０0～）

２ 場 所：和歌山県立情報交流センターＢｉｇ－Ｕ 研修室１
田辺市新庄町３３５３－９ （℡：073９-２６-4１１１）

３ 対象者：医療・福祉・介護・行政の関係者、当事者・ご家族など
（定員：80名 定員超過により参加できない場合は、ご連絡致します。）

４ 内 容：

13:３0～ 開会あいさつ

13:４0～1５:３0 講演

講演Ⅰ「事故から１１年、母として」

和歌山脳外傷友の会家族会《和らぎ》紀南
代表 山下 裕子 氏

講演Ⅱ「高次脳機能障害って何？」
～見えない障害と共に共存（※）する～

※2つ以上のものが同時に生存すること

和歌山脳外傷友の会家族会《和らぎ》紀南
副代表 楠本 真紀子 氏

司会 山本 功 氏

５ 申込み：裏面申し込み用紙に必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。

６ その他：当日の午前10時時点で、開催地域において「大雨警報」もしくは
「暴風警報」が発令中の場合は中止とさせて頂きます。

※手話通訳・要約筆記付き研修会（予約不要）

◇山下 裕子（やました ゆうこ）氏

突然障がい者の母となり、暗中模索の日々
を過ごす。
和歌山での家族会に参加した経験から、紀

南にも当事者や家族が集まれる場所をと、家
族会を設立。
高次脳機能障害への理解を広めるため、リ

ーフレットの作成や、誰でも参加しやすいイ
ベントなどを開催している。

◇楠本 真紀子（くすもと まきこ）氏

1979年 生まれ 上富田町出身
専門学校卒業後 20才の時に脳血管性奇形の

病気が見付かる 手術後より高次脳機能障害の
当事者となる
現在専門学校で取得した介護福祉士の資格

を生かし介護の仕事をマイペースで続けてい
る
趣味 神社やお寺巡り

講師紹介

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 り と る の

難 病 患 者 ・ 中 途 障 害 者 共 同 作 業 所

就 労 支 援 事 業 Ｂ 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ フ ラ ッ ト 施 設 長


